
歳出（目的別）

　民生費は、市立保育所事務費や臨時福祉給付金
給付事業、子育て世帯臨時特例給付金給付事業など
が減少するものの、障がい者（児）対策費や国民健
康保険特別会計繰出金、子ども・子育て支援給付費
などが増加することにより、前年度と比べて約５億
９千万円の増となっています。
　総務費は、庁舎維持管理費やOA推進費などが
減少するものの、歴史をつなぐ事業推進費や基金積
立金などの増加により、前年度と比べて約７億４千
万円の増となっています。
　教育費は、史跡（水城跡・牛頸須恵器窯跡等）買
上費や中学校校舎等大規模改造費などが減少する
ものの、小学校校舎等大規模改造費や文化財保護啓
発費、総合公園施設維持管理費などの増加により、
前年度と比べて約３億６千万円の増となっていま
す。
　土木費は、街路整備費や都市政策推進費、連続立
体交差事業費などが増加するものの、土地区画整理
推進費や公園整備費、舗装新設改良費などの減少に
より、前年度と比べて約８千万円の減となっていま
す。
　公債費は、起債償還計画に沿って計上しており、
前年度と比べて約１億６千万円の増となっていま
す。
　衛生費は、水道事業負担金などが増加するもの
の、環境処理センター管理・運営関係費や福岡都市
圏南部中間処理施設及び最終処分場関係費などの
減少により、前年度と比べて約３億６千万円の減と
なっています。

【歳出（目的別）の概要】

用
語
解
説

目的別分類 予算の款、項の区分を基準とし、市の経費を
行政の目的（議会費、総務費など）で分類するものです。

教育費 学校教育、生涯学習、スポーツの振興などのため
に要する経費です。文化財の保存、活用に要する経費も含
まれます。

公債費 過去の借入金の返済（元金・利子）に要する経費
です。返済事務にかかった費用も含まれます。
衛生費 市民の皆さんの健康で衛生的な生活環境を保
持するための経費です。

民生費 市民の皆さんの一定水準の生活と安定した社会
生活を保障するのに必要な経費です。
総務費 全般的な管理事務、企画調整事務、財政・財務管
理に要する経費や他の区分に分類できない経費です。

土木費 道路、街路、区画整理や公園の整備などに要する
経費です。下水道事業会計への支出も含まれます。

135億4,391万円
（39.7％）

19億9,687万円
（5.8％）

26億4,220万円
（7.7％）

34億309万円
（10.0％）

35億9,417万円
（10.5％）

38億4,879万円
（11.3％）

51億997万円
（15.0％）

教育費

総務費

民生費

土木費

公債費

衛生費

その他

34億9,044万円
（10.7％）

43億6,595万円
（13.3％）

129億5,605万円
（39.6％）

36億7,660万円
（11.2％）

32億4,291万円
（9.9％）

29億9,845万円
（9.2％）

19億8,960万円
（6.1％）

平成27年度
327億2,000万円

平成28年度
341億3,900万円
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